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羽
山
渓
の
手
掘
り
隧
道（
成
羽
町
羽
山
）

　

大
分
県
本ほ

ん

耶や

馬ば

渓け
い

に
あ
る
青
の
洞
門
は
、
越え

ち

後ご

生

ま
れ
の
禅ぜ

ん

海か
い

和お

尚し
ょ
う

が
30
年
の
歳
月
を
か
け
て
一
人
で

鑿の
み

と
槌つ

ち

を
ふ
る
っ
て
掘
り
あ
げ
た
延
長
３
４
２
ｍ
の

隧ず
い

道ど
う

で
す
。
そ
の
完
成
は
宝ほ

う

暦れ
き

13
（
１
７
６
３
）
年

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
わ
が
国
最
古
の
隧
道
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
最
初
の
山
岳
鉄
道
隧
道
は
旧
東
海
道
線
逢お

う

坂さ
か

山や
ま

隧
道
で
す
。
明
治
13
年
に
竣し

ゅ
ん

工こ
う

し
た
隧
道
工
事

の
陣
頭
指
揮
を
取
っ
た
の
は
鉄
道
長
官
・
井い

の

上う
え

勝ま
さ
る

。

そ
し
て
、
延
長
６
６
４
・
８
ｍ
に
１
年
８
カ
月
を
か

け
た
隧
道
の
大
津
方
坑こ

う

門も
ん

に
は
、
太だ

政じ
ょ
う

大だ
い

臣じ
ん

・
三さ

ん

条じ
ょ
う

実さ
ね

美と
み

が
「
楽ら

く

成せ
い

頼ら
い

功こ
う

」
と
揮き

毫ご
う

し
た
扁へ

ん

額が
く

を
飾

り
ま
し
た
。

　

逢
坂
山
隧
道
の
工
事
に
動
員
さ
れ
た
の
は
兵
庫
県

の
生い

く

野の

銀ぎ
ん

山ざ
ん

で
働
く
鉱こ

う

夫ふ

た
ち
。
彼
ら
も
ま
た
、
鑿

や
鶴つ

る

嘴は
し

で
固
い
岩が

ん

盤ば
ん

に
挑い

ど

ん
だ
の
で
す
。
わ
が
国
に

珪け
い

藻そ
う

土ど

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
が
輸
入
さ
れ
た
の
は
明
治
11

年
。
隧
道
工
事
現
場
や
鉱
山
で
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
が
使

用
さ
れ
始
め
る
ま
で
、
先
人
た
ち
は
暗
い
坑こ

う

内な
い

を
手

で
掘
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

大
正
５
年
当
時
、
高
梁
か
ら
川
上
郡
に
入
っ
た
県

道
は
、
成
羽
で
宇
治
経
由
吹
屋
に
至
る
旧
吹
屋
往
来

と
、
現
在
の
新
見
川
上
線
に
分ぶ

ん

岐き

し
ま
し
た
。
江
戸

時
代
ま
で
、
川
上
郡
の
道
路
は
急き

ゅ
う

峻し
ゅ
ん

狭き
ょ
う

隘あ
い

な
渓
谷

沿
い
に
開
か
れ
、
人
と
牛
馬
が
何
と
か
行
き
交
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
道
を
近
代
車
両
交
通
路
に
転

換
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
大
正
８
年
12
月
３
日
木
曜
日
付
『
山
陽
新
報
』

は
、
旧
吹
屋
往
来
が
馬
車
通
行
を
滞

と
ど
こ
お

ら
せ
る
ほ
ど
急

路
で
あ
る
こ
と
か
ら
県
道
指
定
を
外は

ず

さ
れ
る
危
機
に

あ
り
、
数
万
円
の
巨
費
を
も
っ
て
改
修
途
上
で
あ
る

と
報
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
県
道
宇
治
下
原
線
、
旧
吹
屋
往
来
の
島
木

川
を
見
下
ろ
す
石
灰
岩
地
帯
に
は
、
延
長
73
ｍ
の
羽

山
第
一
隧
道
と
第
二
隧
道
延
長
32
ｍ
が
あ
り
ま
す
。

『
成
羽
町
史　

通
史
編
（
成
羽
町
、
平
成
８
年
）』
に

よ
る
と
、
尾
根
沿
い
で
急
坂
の
多
い
吹
屋
往
来
を
羽

山
渓
谷
沿
い
に
付
け
替
え
る
工
事
は
大
正
３
年
に
着

工
。
度
重
な
る
難
工
事
に
妨
げ
ら
れ
、
15
年
後
の
昭

和
４
年
に

よ
う
や
く

開
通
し
て

い
ま
す
。

最
大
の
難

工
事
個
所

は
ふ
た
つ

の
隧
道
。

『
岡
山
県

の
近
代
化

遺
産
（
岡

山
県
、
平
成
17
年
）』
で
上
田
賢
一
氏
は
、
人
を
上

か
ら
吊つ

る
し
鑿
で
く
っ
て
い
っ
た
、
と
い
う
佐
藤
伝

三
氏
の
回
顧
を
載
せ
て
い
ま
す
。
人
海
戦
術
で
掘く

っ

削さ
く

さ
れ
た
隧
道
の
中
に
は
随ず

い

所し
ょ

に
鑿
や
槌
の
跡
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
痕こ

ん

跡せ
き

は
青
の
洞
門
以
上
に
鮮
明
で
す
。

　

吉
岡
銅
山
に
画か

っ

期き

的て
き

な
近
代
化
を
も
た
ら
せ
た
三

菱
商
会
は
、
い
ち
早
く
西
洋
の
掘
削
技
術
と
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
を
使
用
し
ま
し
た
。
明
治
末
期
に
最
盛
期
を

迎
え
た
銅
山
に
先
進
技
術
が
応
用
さ
れ
な
が
ら
、
大

正
中
期
に
掘
ら
れ
た
羽
山
隧
道
は
原
始
的
な
手
掘
り

に
頼
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
工
事
時
期
は
小

泉
銅
山
の
操
業
期
と
重
な
り
ま
す
。
隧
道
工
事
の
詳

細
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
逢
坂
山
隧
道
の
よ
う
に
、

銅
山
か
ら
の
鉱
夫
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
興
味
が
わ
き
ま
す
。

（
文
・
吉
備
国
際
大
学
社
会
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
准
教
授
・
小
西
伸
彦
さ
ん
）

注�

羽
山
ト
ン
ネ
ル
へ
向
か
う
県
道
宇
治
下
原
線
は
、
当
分

の
間
、
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
ま
す
。

羽山渓は、島木川が石灰岩を侵食して形づくった
約2km に及ぶ景勝地。天龍ケ淵や不動の滝、棲

せい

龍
りゅう

洞
どう

などで知られています。

隧道坑内の鑿や鶴嘴の跡。人海戦術による工
事であった痕跡は至るところにあります。高
所の工事では人を吊るして削っていったので
しょう。


